
　

七
月
二
十
一
日（
月=

海
の
日
）

は
、
月
・
木
コ
ー
ス
の
可
燃
ご

み
お
よ
び
第
三
月
曜
日
コ
ー
ス

の
古
紙
類
は
収
集
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

（
@
20̶ 
３
２
１
７
）

利
用
料　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
一
割
（
入
所
中
の
施
設
へ

の
外
泊
時
負
担
金
も
別
途
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
社
会
課

（
@
20̶

３
１
７
３
）
ま
た
は
担

当
の
介
護
支
援
専
門
員

　

産
業
の
振
興
の
基
礎
資
料
と

し
て
幅
広
く
活
用
す
る
た
め
、

鳥
取
市
内
の
事
業
所
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
す
。　

　

七
月
か
ら
、
鳥
取
商
工
会
議

所
の
職
員
が
調
査
員
と
し
て
調

査
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課

（
@
20̶

３
２
２
２
）

■
お
試
し
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

対
象　

介
護
保
険
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
今
ま
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス（
訪
問
介
護
）

を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人

利
用
回
数　

１
人
５
回
（
１
時

間
〜
１
時
間
半
／
回
、
１
カ
月

以
内
に
利
用
）

利
用
料　

無
料

※
利
用
後
に
感
想
を
う
か
が
い

ま
す
。

■
在
宅
生
活
復
帰
支
援
事
業　

対
象　

介
護
保
険
施
設
（
老
人

保
険
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
に
入
所
中
で
、
今
後
在
宅

生
活
を
予
定
し
て
い
る
人

利
用
回
数　

１
人
２
回
／
年
ま

で
（
１
回
あ
た
り
４
〜
10
日
間
）

利
用
内
容　

訪
問
介
護
、
訪
問

入
浴
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
、
福
祉
用
具
貸
与

事
業
所
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

■
高
血
圧
料
理
講
習
会

　

７
月
の
ご
み
収
集

介
護
保
険
の
新
サ
ー
ビ
ス
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社会を明るくする運動

犯罪の防止と罪を犯した人たちの更
正について理解を深め、犯罪や非行
のない明るい社会を築きましょう

『ふれあいと

対話が築く

明るい社会』

7 月 1日
～ 7月 31日

可燃ごみ 収集します
（月・木コースのみ）

古 紙 類 収集します
（第 3月曜日コースのみ）

食品トレー
プラスチック
資源ごみ
小型破砕ごみ
ペットボトル

収集しません

※　必ず午前 8時までに出してください。

と　

き　

７
月
16
日
（
水
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館

定
員　

20
人

費
用　

５
０
０
円

必
要
な
も
の　

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
先　

市
立
病
院
栄
養

管
理
室
（
@
53̶

７
３
２
６
）

■職員のノーネクタイ
　運動を実践
　鳥取市は、ノーネクタイ運
動を行っています。これは、
環境保全の取り組みの一環と
して、市役所の冷房設定温度
を摂氏 28度に設定している
ためです。ご理解をお願いし
ます。


